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News Release 

 

2026 年 5 月 11 日 

 

リコージャパン、会議室 AV 機器の運用サポートを開始 
〜 ワンストップ対応でお客様の管理業務負担を軽減 〜 

 
リコージャパン株式会社（社⻑執⾏役員：笠井 徹）は、会議室に設置された AV機器の運

用サポート窓口をワンストップで提供する「RICOH AVマネージドサービス」を、2026年5
月11日より提供開始します。 
 

出社回帰が進み、オフィスの会議室やリモート環境など、さまざまな場所からハイブリッ
ド会議に参加するスタイルが定着しています。一方で、社内におけるAV機器の主管部門が明
確でないことや、社内の問い合わせ部門が分からないなどの原因から、会議室に導入された
AV機器を十分に活用できないというケースも散見されています。また、ディスプレイやプロ
ジェクター、カメラ、マイクスピーカーなど、複数メーカーの機器でAV環境が構築されてい
ることから、故障時にはトラブル原因の特定に時間を要し、結果として復旧に時間がかかる
といった課題も顕在化しています。 
 

「RICOH AVマネージドサービス」では、複数メーカーの機器にまたがる問い合わせや保
守対応を全国一律でサポート可能なリコージャパンに一本化することで、問い合わせ対応に
要する手間の低減と社員の満足度向上を支援します。また、利用状況の可視化により、AV機
器の活用を進めるうえでの課題を明確にします。 
 
 リコージャパンは、これまで培ってきた会議環境の構築・運用支援のノウハウと全国のサ
ポート体制を活かし、今後も経営課題に対応したワークプレイスの構築とともに管理業務の
デジタル化とデータ分析に基づく改善を通じて、お客様の生産性向上と働きやすい環境づく
りに貢献していきます。 
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「RICOH AV マネージドサービス」概要 

 
＜「RICOH AVマネージドサービス」主な特徴＞ 

 
１．問い合わせ・修理対応の一本化  
会議室のAV機器の操作に関する問い合わせや障害・修理依頼を、リコージャパンのサービス
デスクがワンストップ対応します。複数メーカーにまたがる問い合わせ窓口を一本化するこ
とで、トラブル解決までの発生時の切り分けや対応時間の短縮に貢献します。 
 
２．会議室単位での資産管理 
契約対象となるAV機器の情報を会議室単位で管理し、機器構成や設置状況を可視化します。
管理業務の属人化を防ぎ、会議室運用の安定化を支援します。 
 
３．利用状況の可視化 
問い合わせ・修理履歴などのデータをレポートとして提供します。データに基づき、運用改
善や将来的な設備更新の検討を支援します。 
 
■関連情報 
RICOH AVマネージドサービス商品ページ 
https://www.ricoh.co.jp/products/list/ricoh-av-managed-service 

 

＊社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 
 

 

| リコーグループについて | 

リコーグループは、お客様のDXを支援し、そのビジネスを成功に導くデジタルサービス、印刷および画像ソリューシ

ョンなどを世界約200の国と地域で提供しています（2025年3月期グループ連結売上高2兆5,278億円）。  

“はたらく”に歓びを 創業以来85年以上にわたり、お客様の“はたらく”に寄り添ってきた私たちは、これからもリー

ディングカンパニーとして、“はたらく”の未来を想像し、ワークプレイスの変革を通じて、人ならではの創造力の発

揮を支え、さらには持続可能な社会の実現に貢献してまいります。  



3 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。  

https://jp.ricoh.com/ 

 

 


